
学び・交流・地域づくり    

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(公財) 仙台ひと・まち交流財団 
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令和３年１１月 1 日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒983-0037 仙台市宮城野区平成 1-3-27     

 TEL : 022-237-0092  

 FAX : 022-235-7634 

E-mail：tobu-siminc@hm-sendai.jp 
 

ホームページ： 仙台市東部市民センター   

１１／2（火）～9（火） 

令和４年 1 月分 

当選使用確定 

１１／10（水）～ 

令和４年 1 月分 

空き室申込開始 

11／16（火）～30（火） 

令和４年２月分 

抽選申込受付 

11 

月 

 参 加 者 募 集 ！ 

※申込時にお預かりした個人情報は、講座運営にのみ使用させていただきます。 

日時：令和３年１２月１１日（土） 

１０:００～１１:００（９:３０受付開始） 

場所：東部市民センター ２階大広間 

対象：どなたでも ３０名（先着・事前申込制） 

申込：令和３年１１月６日（土） １０時から 
電話または窓口でお申込みください。 

    定員になり次第締め切らせていただきます。 

    当日の参加はご遠慮ください。 

クリスマスコンサート 

バイオリン：タタル・ヘンリさん  

ピアノ：木下 順子さん 

～ピアノとバイオリンのおくりもの～ 

 

入場 

無料 

東部市民センターWi-Fi 運用開始のお知らせ 

 令和３年１１月１日より、当センターの 1 階会議室、１階ロビーで 

フリーWi-Fi がご利用いただけるようになります。 

地域活動・生涯学習活動・文化活動など、様々な場面でご活用ください。 

接続方法など詳しくは窓口にお問い合わせください。 

センターからのお知らせ 

mailto:tobu-siminc@hm-sendai.jp


 

 

 

 
 

 
 

  

 

  

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★主催講座 

1 月 休館日 

2 火 
★はつらつ健康ライフ① 

１月分抽選申込確定開始 

3 水 （文化の日） 

4 木 休館日 

5 金 ２月分地域優先申込開始 

6 土  

7 日 体育館個人使用日 

8 月 休館日 

9 火 ★はつらつ健康ライフ② 

10 水 １月分空き室申込開始 

11 木  

12 金  

13 土  

14 日 
体育館個人使用日 

２月分地域優先申込最終日 

15 月 休館日 

16 火 
★はつらつ健康ライフ③ 

２月分抽選申込開始 

17 水 ★東部いきいきスクール⑥ 

18 木  

19 金  

20 土  

21 日 体育館個人使用日 

22 月 休館日 

23 火 （勤労感謝の日） 

24 水 休館日 

25 木  

26 金  

27 土  

28 日 体育館個人使用日 

29 月 休館日 

30 火 
★はつらつ健康ライフ④ 

２月分抽選申込最終日 

 

１１月の体育館個人使用日 
７日・１４日・２１日・２８日（各日曜日） 

《料金》大人 240 円・小中学生 120 円 

（2 時間単位） 

卓球・バドミントンができます。 

用具はご持参ください。 

◆上記予定等は事情により変更になる場合が
あります。 

◆このセンターだよりはリサイクルできます。 

【１１月の休館日】 

１日(月)・４日(木)・ 

８日(月)・１５日(月)・ 

２２日(月)・２４日（水）・ 

２９日（月） 

１１月の予定 
 キッズのわくわくタイム② 

木の貯金箱作りにチャレンジ（10/9（土）） 
 

宮城木材文化ホールを会場に 

地域の小学生と保護者 16 組が 

参加しました。材料は予め寸法通り 

にカットしてありボンドや釘を使って 

組み立てます。はじめに木材の話、道具の扱い方、作

業の手順について説明をうけ、親子で作業開始です。

初めて金づちを持つという子どもが多く、最初はこわ

ごわと作業していましたが、次第に慣れてきて参加者

全員、貯金箱を完成させることができました。 

コロナ禍でも身近な場所で工作を通した親子のコミ

ュニケーションを深める機会となったようです。 

講座レポート 


